
平成３０年（２０１８年）７月２９日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２
　

本
補
正
予
算
は
、
当
初
予
算
編
成

後
に
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

た
事
業
に
関
す
る
経
費
等
を
計
上
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
総
務
費

で
は
、
自
主
防
災
組
織
に
供
与
す
る

防
災
用
備
品
を
購
入
し
ま
す
。

　

労
働
費
で
は
、
出
産
育
児
等
で
離

職
し
た
女
性
の
た
め
の
再
就
職
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

教
育
費
で
は
、
一
般
教
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
授
業
の
準
備
等

の
事
務
を
補
助
す
る
ス
ク
ー
ル
サ
ポ

ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
ほ
か
、

小
川
西
町
図
書
館
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
改
修
工
事
費
を
計
上
し
ま
す
。

　

予
算
規
模
と
し
て
は
歳
入
歳
出
を

そ
れ
ぞ
れ
３
千
２
百　

万
３
千
円
増

５４

額
し
、
総
額
を
６
百　

億
７
千
７
百

４９

　

万
３
千
円
と
し
ま
す
。

５４
 　

平
成　

年
度
の
地
方
税
制
の
改
正

３０

等
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
個
人
市
民
税

関
係
の
改
正
で
は
、
今
回
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
国
税
及
び
地
方
税
に
お

い
て
、
働
き
方
の
多
様
化
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
給
与
所
得
控
除
及
び

公
的
年
金
等
控
除
の
制
度
の
見
直
し

を
図
り
つ
つ
、
一
部
を
基
礎
控
除
に

振
り
か
え
る
な
ど
、
個
人
所
得
課
税

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
見
直
し
に
合
わ
せ
て
改
正
を
行

う
も
の
で
、
臼
基
礎
控
除
及
び
調
整

小
平
市
税
条
例
等

小
平
市
税
条
例
等
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

控
除
に
つ
い
て
、
一
定
の
所
得
を
超

え
る
場
合
に
適
用
し
な
い
こ
と
と
す

る
、
渦
給
与
所
得
控
除
及
び
公
的
年

金
等
控
除
か
ら
基
礎
控
除
へ
の
振
り

か
え
に
伴
う
所
要
の
調
整
と
し
て
、

個
人
市
民
税
の
均
等
割
、
所
得
割
等

の
非
課
税
の
範
囲
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
す
。
法
人
市
民
税
関
係
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
関
係
で
改
正

を
行
う
ほ
か
、
市
た
ば
こ
税
関
係
で

は
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
に

つ
い
て
、
製
品
の
重
量
に
よ
り
算
出

す
る
方
式
か
ら
製
品
の
重
量
と
価
格

に
よ
り
算
出
す
る
方
式
へ
５
年
か
け

て
段
階
的
に
移
行
す
る
な
ど
の
改
正

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
方
税
法
及
び
他
の

法
令
の
一
部
改
正
に
よ
る
引
用
条
項

の
改
正
及
び
文
言
の
整
理
等
を
行
い

ま
す
。

　

施
行
期
日
は
、
特
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
公
布
の
日
で
す
。

 　

平
成　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

３０

た
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
臼
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
限
度
額
の
う
ち
、
医
療

保
険
分
を
現
行
の　

万
円
か
ら　

万

５４

５８

円
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
課
税
限

度
額
の
合
計
額
を
現
行
の　

万
円
か

８９

ら　

万
円
に
引
き
上
げ
る
、
渦
特
例

９３
対
象
被
保
険
者
等
に
か
か
る
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て
、
届
け

出
に
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

提
出
を
必
須
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
連
携
に

お
い
て
必
要
な
情
報
が
取
得
で
き
た

場
合
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
の
提
出
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
臼
は
平
成　

年
４

３１

国
民
健
康
保
険
条
例

国
民
健
康
保
険
条
例
のの

一
部
を
改
正
す
る
条

一
部
を
改
正
す
る
条
例例

平
成

年
度
一
般
会

平
成　

年
度
一
般
会
計計

３０３０

補
正
予
算
（
第
１

補
正
予
算
（
第
１
号号
））

月
１
日
、
渦
は
公
布
の
日
で
す
。

 　

廃
棄
物
の
減
量
や 
３
Ｒ 
の
推
進
を

ス
リ
ー
ア
ー
ル

図
り
、
環
境
へ
の
負
荷
が
低
減
さ
れ

た
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成　

年
３
月

３０

に
策
定
し
た
小
平
市
家
庭
ご
み
有
料

化
及
び
戸
別
収
集
へ
の
移
行
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
平
成　

年
４
月
１
日

３１

か
ら
の
家
庭
ご
み
有
料
化
の
実
施
に

向
け
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
臼
平
成　

年
３
月

３０

に
改
訂
し
た
小
平
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
理
念
等
を
踏
ま
え
、

本
条
例
の
目
的
と
し
て
、
環
境
へ
の

負
荷
が
低
減
さ
れ
た
循
環
型
社
会
の

形
成
を
実
現
す
る
こ
と
を
明
記
す
る
、

渦
家
庭
廃
棄
物
の
う
ち
、
燃
や
す
ご

み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
及
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
つ
い
て
手
数

料
を
徴
収
し
、
引
き
か
え
に
交
付
す

廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
に
関
す

廃
棄
物
の
減
量
及
び
処
理
に
関
す
るる

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例例

る
指
定
収
集
袋
を
使
用
し
て
排
出
す

る
こ
と
を
新
た
に
定
め
る
、
嘘
手
数

料
に
つ
い
て
、
燃
や
す
ご
み
及
び
燃

や
さ
な
い
ご
み
は
１
㍑
当
た
り
２
円
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
１
㍑

当
た
り
１
円
の
手
数
料
を
徴
収
す
る

こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

施
行
期
日
は
、
平
成　

年
４
月
１

３１

日
で
す
が
、
施
行
期
日
前
か
ら
指
定

収
集
袋
の
販
売
等
を
行
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
附
則
に
お
い
て
、
収

集
袋
の
交
付
そ
の
他
必
要
な
行
為
は
、

施
行
期
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
権
擁
護
委
員
を
次
の
と
お
り
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

西
角　
　

昭
氏

　

瀬
貫　

和
広
氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦薦

6月定例会 議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

ムサ緑生ネ共産政和フォ公明

議決結果

○：賛成　×：反対　
伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

山
﨑
と
も
子

日
向
美
砂
子

さ
と
う
悦
子

平
野
ひ
ろ
み

細
谷　
　

正

吉
瀨
恵
美
子

木
村
ま
ゆ
み

佐
藤　
　

充

宮
寺　

賢
一

永
田　

政
弘

川
里　

春
治

小
野　

高
一

磯
山　
　

亮

吉
本
ゆ
う
す
け

中
江　

み
わ

竹
井
よ
う
こ

滝
口　

幸
一

小
林　

洋
子

石
毛
航
太
郎

幸
田　

昌
之

佐
藤　
　

徹

浅
倉　

成
樹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

件名議案
番号

区
分

２０６○○××××○○○○××××××××
※
 
議
長

××××××××否　　決議案 第３２号小平市廃棄物の減量及び処理に関す
る条例の一部を改正する条例に対する附帯決議第３９号

議
員
提
出

議　
　

案

６２０××○○○○××××○○○○○○○○
※
 
議
長

○○○○○○○○原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一
部を改正する条例第３２号

市
長
提
出

議　
　

案

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

公明：市議会公明党（６）　 　フォ：フォーラム小平（６）　 　政和：政和会（５）　 　共産：日本共産党小平市議団（４）　 　生ネ：生活者ネットワーク（４）
緑：緑の党こだいら（１…無会派）　 　ムサ：ムサシ（１…無会派）

※　議長は表決に加わりません。

全会一致で議決した議案　※
議決結果件名議案番号議決結果件名議案番号区分

原案可決特権的地方議会議員年金制度の復活に断固反対する意
見書第３８号議員提出議案

原案可決
小平市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基
準に関する条例の一部を改正する条例

第３０号承　　認専決処分（小平市税条例の一部を改正する条例）第２３号

市長提出議案

原案可決
小平市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的
な支援の方法の基準に関する条例の一部を改正する条
例

第３１号承　　認専決処分（小平市国民健康保険条例の一部を改正する
条例）第２４号

原案可決小平市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準
に関する条例の一部を改正する条例第３３号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第２５号

原案可決小平市立学童クラブ条例の一部を改正する条例第３４号同　　意人権擁護委員候補者の推薦第２６号

原案可決小平市国民健康保険条例の一部を改正する条例第３５号原案可決平成３０年度小平市一般会計補正予算（第１号）第２７号

原案可決小平市地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部を改正する条例第３６号原案可決小平市税条例等の一部を改正する条例第２８号

原案可決小平市消防団消防ポンプ自動車の買入れについて第３７号原案可決小平市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例第２９号

採　　択胎内掘保全工事に当たり市内用水路への流水の維持を
求めることについて第１１号請　　　　願

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視常任委員会の行政視察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察常任委員会の行政視常任委員会の行政視察察
常任委員会では、先進市等の事業を調査するために行政視察を行っています。
平成３０年５月９日〜１１日及び１６日〜１８日に実施した視察先、及び視察事項は以
下のとおりです。

総務委員会（５月９日〜１１日）
●弘前市（青森県）
　新たな財源確保の取り組みについて
●大館市（秋田県）
　ふるさと納税について
●盛岡市（岩手県）
　盛岡市まちづくり研究所について

生活文教委員会（５月９日〜１１日）
●羽咋市（石川県）
　無農薬・無肥料で行う自然栽培について
●小矢部市（富山県）
　小矢部市の教育について
●糸魚川市（新潟県）
　駅前大火後の防災の取り組みについて 

厚生委員会（５月１６日〜１８日）
●東大阪市（大阪府）
　障害児者支援センター　レピラについて
●豊中市（大阪府）
　コミュニティソーシャルワーカーの取り
組みについて

●生駒市（奈良県）
　地域包括ケアシステムについて

環境建設委員会（５月１６日〜１８日）
●札幌市（北海道）
　住民参加型の公園づくりについて
●室蘭市（北海道）
　住民参加型の公園リニューアル事業について
●苫小牧市（北海道）
　まちなか再生総合プロジェクトについて

可
決
ま
た
は
同
意

し
た主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主

ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案


